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量的研究と質的研究

量的研究質的研究

集めるデータが定量的
数値データ

集めるデータが定性的
質データ

測定可能な変数測定不可能な変数

量的研究と質的研究の違い

質的研究 量的研究
⽬ 的 参加者の意味を探求

データからの理論を⽣成
因果関係を説明するための調査
仮説 予測 コントロールの検証

アプローチ 幅広い焦点
プロセス指向

狭い焦点
結果指向

対 象 参加者 情報提供者
場 時 概念の構成単位

回答者 対象
あらかじめ標本は決められている

データ収集 ⾮標準化⾯接 参加観察
フィールドワーク

質問紙 標準化⾯接
厳密な構造化観察

分 析 テーマ的 潜在内容分析
グランデット･セオリー

統計的な分析

結 果 物語 ⺠族誌 理論 測定可能な結果
関係性 研究者が直接的に深く関わる 限定的
妥当性 真実性 信憑性 内的・外的妥当性 信頼性

量的研究と質的研究の違い 詳細①

質的研究 量的研究
研究疑問の性質 左記以外

なぜ︖
何が︖
どうやって︖

どっちが多い︖
どれぐらい増えた︖

サンプルサイズ 普通、⼩さい
事前には決定できない
（推定は可能）、理論的
飽和をもって終了

普通、⼤きい
事前に決める必要がある

研究仮説 かならずしも研究実施ま
で完成している必要はな
い。むしろ実施しながら
設定することが多い。

研究計画の段階で設定す
る必要がある



量的研究と質的研究の違い 詳細②

質的研究 量的研究

研究プロトコール 必ずしも完成の必要はな
い。実施中に変更可能

データ収集の前に完成し
ていなければいけない

計画変更 むしろ必要なことが多い。⼀旦始まったら通常不可
能

サンプリング ランダムでないほうが良
い場合が多い。
意図的サンプリング

ランダムが理想的

量的研究と質的研究の違い 詳細③

質的研究 量的研究
データの性質 定量化できないものすべて

（⽂字、画像、⾳、におい、
会話の録⾳、記録、メモ、
⽇記など）

数量化されたもの

分析 データを収集しながら分析
（グラウンデッドセオリー、
コーディング＆エディティ
ングなど）

通常、データを収集し終え
てから、統計学的処理

データの提⽰⽅法 左記以外のすべて（しばし
ば書籍、⽩書、ドキュメン
タリー、映像など）

数量化されたもの（グラフ、
表など）

質的研究︓帰納的アプローチ

o研究を⾏うことによって、現象・事実から、
研究テーマに該当していくことを⾒いだし
ていく。

oどうしてそうなったのかなどのプロセスを
明らかにする。

量的研究︓演繹的アプローチ

o 記述的
n 実態をみる、何が起こっているかをみる

o 相関関係的
n ２つ以上の要素の関係をみる、さぐる（仮説必要）

o 準実験的
n 因果関係をみる、さぐる（仮説必要）

o 実験的
n 因果関係をみる、さぐる（仮説必要）
n コントロール群をおく



研究デザイン詳細 質的研究①

o 事例研究
n ある特定の事例について、多⾓的、全体的、洞察的に探
求し、新たな知識や⼀般的法則を⾒出す研究。

o フィールド・スタディー
n ⽇常の現実世界のなかで⽣活している個⼈や集団の、習
慣や⾏動、信条や態度などを、研究者⾃らが実際の現場
のなかに⼊り込んで調べる研究

o アクション・リサーチ
n 現場を観察し、分析することによって「気づき」を抽出
し、改善の⼯夫を⽴案し、実施し、評価・考察する、と
いう⼿順に従って、実践的な問題を解決する過程で使⽤
される研究

研究デザイン詳細 質的研究②

o 現象学的研究
n ⼈間の経験をあるがままの形で捉え、記述していく研究。
⼈間の意識や感覚などの実態「事実そのもの」（⽣活世
界）に戻ろうとするフッサールの考え⽅に基づく。

o 解釈学的研究
n ⼈間の内的意識や精神的側⾯に関⼼を向け、パターン化
された意味や⽂脈に織り込まれた意味を解釈する研究

o グラウンデッド・セオリー
n 過剰な数量的研究重視からの脱却を⽬指して、デー
タを系統的に収集・分析して理論を⽣成する過程
（帰納的推論）に焦点を充てた研究

研究デザイン詳細 質的研究③

oエスノグラフィー
n 現地⼈（その現象の中の⼈）から何かを学び取るやり⽅。
その中に暮らす⼈たちの⼈⽣経験や解釈（イーミック）
を、外に暮らす⼈たちの⾒⽅（エティック）と⽐較する
研究。フィールド・スタディーによって⾏なわれる。

o質的統合法（KJ）
n 質的統合法は、ばらばらのデータから試⾏錯誤による
「仮構想」のプロセスを経て、「整合性のある論理構
造」を⾒出す作業

表札１段
目 表札１段目

表札２段目

表札１段
目

表札2段目

表札３段目

7つの最終表札→シンボルマークの記入

表札１段
目

質的統合法（KJ法）分析の⼿法（例）

元ラベル

①元ラベル作成 ②グループ編成
③データの構造化と空間配置
④シンボルマークの作成 ⑤ストーリー作成

元ラベル 元ラベル 元ラベル 元ラベル 元ラベル 元ラベル 元ラベル元ラベル

元ラベル

元ラベル

元ラベル



研究デザイン詳細 質的研究

o内容分析
n テキストのある特定の属性を客観的・体系的に同定し、
推論を⾏うための⽅法である。アンケートの⾃由記述や
⽇記⽂などのすでに記述されたテキストの分析に適⽤で
き、テキストの中で何が語られているのかを知るために
利⽤できる。
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ける上位概念をカテゴリといい，カテゴリ化によって
徐々に抽象化のレベルを上げ，カテゴリを作成する2）．
言い換えれば，コーディングとカテゴリ化は，文字
データに対して小見出しをつけ，文字データに含まれ
る情報を失わずに圧縮する作業である7）．この作業を
行うことにより，いくつかの文字データに含まれる同
一テーマを発見することができ，また 1つのテーマに
おけるバリエーションを確認することができるように
なる．コードを割り当てるには元の文字データをセグ
メントに分割する．セグメントへの分割は元の文脈の
意味を失ってはならない．このセグメントに対しコー
ドを割り当てていく．コーディングおよびカテゴリ化
ではセグメントおよびオリジナルの文字データとコー
ドおよびカテゴリの対応を常に参照できる形で扱う必
要がある7）．コーディングの実際は後に紹介する分析
法によって方法が異なるため，本稿の説明は割愛
し，それぞれの専門書に任せる．

1-4 理論構築
　質的研究の最終的な目的は理論を構築することで
ある．ただし質的研究における小規模なデータから
一般化可能な理論を得ることは非常に難しい8）．その
ため確定的ではなく仮説的な理論を構築し，さらに
別の視点からの質的分析を行う，または量的研究に
よって因果関係を得ることも視野に入れるべきであ
る．理論構築もそれぞれの分析法によって方法が異
なるため，ここでは割愛する．

2．質的研究の分析手法
　本稿では質的研究で用いられる代表的な分析とし
てグラウンデット・セオリー・アプローチ，および診療
放射線技師が取り組みやすいと思われる内容分析，
SCATなどを紹介する．

2-1 グラウンデット・セオリー・アプローチ
 （grounded theory approach: GTA）
　グラウンデッド・セオリー・アプローチとは質的デー
タから帰納的に理論を開発するための方法であり1），
質的研究の代表的な分析法である．グラウンデット・
セオリーとは質的データに根ざした理論のことで，こ
の手法の特徴は理論の検証ではなく理論の生成を目
的とすることである2）．分析法はグレイザーとシュト
ラウスによって確立され，看護の分野において多く実
践されている．日本では木村によって修正された
Modified-GTAも用いられている．分析の過程は一般
的な質的研究と同じく，データの収集，文字データの
切片化，ラベル名の割当て，カテゴリ化，概念構築
で進められる9）．利点としては全く新しい領域に関す

る理論を開発すること，心理・社会的現象に共通した
現象を説明する理論を開発できることである．しかし
ながら，この手法は分析に熟練と経験が必要であり
難易度が高い．

2-2 内容分析（content analysis）
　内容分析はテキストのある特定の属性を客観的・体
系的に同定し，推論を行うための方法である．内容
分析はベレルソンやクリッペンドルフらによって開発さ
れ，発展した方法であり，新聞・雑誌・メディアなどにお
いて，何回単語が出てくるかを基に分析したのがはじまり
であった10）．アンケートの自由記述や日記文などのすでに
記述されたテキストの分析に適用でき，テキストの中で
何が語られているのかを知るために利用できる．最終
的に量的な分析を行うことも可能であり，テキストマイニ
ングなどにも応用可能である．内容分析は Table 4で示
す五段階の手順で行われる1）．利点として，質的デー
タの分析手法として容易で，使いやすいことが挙げ
られる．口頭データの分析にも適用可能であるが，半構
造化および非構造化面接では対象者に自由に話してもらう
ため，テキストデータは対象者によって同質ではない可能
性があり注意が必要である．

2-3 SCAT（steps for coding and theorization）
　SCATは四つのステップでテキストの抽象度を高
め，テーマの構成概念いわゆるコードを作成し，最終
的にストーリーラインおよび理論を構成する方法であ
る（Table 5）．大谷によって開発された方法で，難解
な質的研究法に対し，着手しやすい手法として開発
された経緯がある8）．分析手順は，まず文字化された
データから注目すべき語句の切り出しを行い，次にそ
の語句についてデータで使われていない語句を用い
て表現を言い換えるように表す．さらにそれを説明す
るための概念を追記し，それら全体を表すテーマ・構
成概念（コード）を割り当てる．テーマ・構成概念とは
そのテキストに記述されている出来事に潜在する意

第 1段階　リサーチクエスチョン（研究の問い）の決定
第 2段階　質問への回答のデータ化
　回答のなかから不要な部分を削除し，素データを作成する
第 3段階　基礎分析
　大量のデータをできる限り単純化する
第 4段階　本分析
　類似した意味内容の要素を探し，それらを適確に表す
　表現へと置き換える
第 5段階　カテゴリの信頼性の確認
　形成されたカテゴリの信頼性を確認する

舟島なをみ．質的研究への挑戦 第 2版．
東京：医学書院，2007.

Table 4 内容分析における手順

研究デザイン詳細 量的研究①

o 実験研究
n 現象に関わる多くの要因の中から、いくつかの要因だけ
を選び出して、それ以外の要因は同じ状態に保つように
コントロールしたなかで、選び出した要因間の関係性
（因果関係性）を検証していく研究

o 準実験研究
n 臨床の場での介⼊の効果を評価していく場合には、純粋
な実験研究を⾏うことは困難である。準実験研究は、実
験操作は⾏うが、実験に伴う統制群の設定や、無作為化
などは、強く規定しないで⾏なう研究

o 遡及的／相関的研究
n 健康障害に関わることが、どのような原因で、どのよう
な結果をもたらしているかを明らかにしていく研究

研究デザイン詳細 量的研究②

o 調査研究
n ありのままの現象を量的に記述して、現象の中にある変
数間の関係性を⾒出したり、新たな要因（変数）を発⾒
していく研究

o 評価研究
n ある⽬的を達成するために⽤いた実践や⼿順、⽅針など
が、対象に対して有効に機能しているかどうかを明らか
にしようとするために⾏う研究

o ニーズ・アセスメント
n 実践の引き⾦となるニーズを調査・分析して、次の実践
の望ましい⽅向性に向けた提案を⾏っていく研究

研究デザイン詳細 量的研究③

o ⽅法論的研究
n 研究対象を説明していくために必要なデータを得るため
の研究⽤具や研究技法の開発や検証・評価を⽬的として
⾏われる研究


